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abstract
The subject of this study is childrens games．Approximately４５０years ago，a famous
painter，Pieter Bruegel，painted a picture“Childrens Games”that was a scene of the land-
scape of Antwerp（Belgium）．In this work，he portrayed some scenes of tag games．
Recently，we are unable to see children playing tag in downtown streets．Sugimoto
warns that the rapid social change of the times has led to a state where children no longer
play games．Many factors of personality development are built through private learning
in childhood．Playing tag is a precious experience of isolation and coexistence in childhood．
In Korea，there is a tag game like the Japanese“DARUMASANGAKORONDA”．It
is a necessary for a little child that the name of game is built by ten letters．It is impor-
tant to see the effects of development from various educational points of view．
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るおにごっこがあり，「무궁화꽃이 피었습니다 」（ムグンファコチ ピオッスムニダ，「むくげの
花が咲きました」の意）であることを紹介・説明する。偶然に１０文字なのではなく，１０文字に
なっていると認識する。昔遊びやわらべ歌は伝承・口承であって，意図的に誰かが作ったもの
ではないにしろ，明らかに，そこには教育的配慮が長い年月をかけて作用して，形を変えて今
日に至ったものと推し量ることができる。
北海道はロシア・サハリンと地理的に近いだけでなく，歴史的にも生活・文化面で相互に交
流・影響し合った時期がある。子どもの遊びにおいても，そうした時代の名残が存在すること
も考えられる。例えば，タッチするときのコールのしかた（注１）で，道南や本州からの学生
との違い・地域性を感じる点があり，環日本海文化圏としてのおにごっこの特性を見ていくこ
とも必要である。
教育としてのおにごっこ
発育発達の視点から，子どもがおにごっこ・遊びから多くを体得することはだれもが認める
ところである。「子どもをたんに小型の大人としてではなく，独自の存在として認め」，教育と
して児童教育が位置づけられたことは大きい。「子ども期」をどうとらえるかは，言い換えれ
ば子どもを大人社会との関係でどう位置付けるかということである。人の一生における特別な
時期であり，教育の根幹に関わることでもある。
今日，小学校・低学年のゲームの学習内容として，「おにごっこ遊び」が配置されている。
けれども，子どもの遊びは先に述べたように，大人の諮りしれないところで「こどもからおと
なへの」成長を果たす自由な自主的遊びの時間であったはずである。大人の意図的介入とは無
縁であるべきである。しかし，今ではおにごっこが「消えた」から「できなくなった」のが現
状であり，地域に遊びの伝承・継承機能はなくなったというべきであろう。一方で，学校教育
は何もかも背負いすぎてはいないか？と危惧しつつ，他方，「学校でおにごっこを体験させな
ければならない」ほど，地域の教育機能の不在は深刻といえよう。
７７
また，教員養成や教育そのものの課題も大きい。我が国においてはベビーブームに象徴され
るたくさんの子どもたちを，教育的急務の課題として，「行動・体力・思考」の規格化・標準
化が求められた。ある意味で社会にとっての「おりこうさん」に育てる機能の一面を強めざる
をえなかった。その過程では，多頻値を標準とする考え方が優位を占めていたことは否めない。
商品を大量生産する過程では標準が必要であろう。しかし，教育の世界では個性が重んじられ，
時には大多数に対する異質が大きな働きをする場合もある。
もう一つは，「規格化のシステムで育ってきた」いわゆる団塊世代と，「かくれんぼうができ
ない」最近の青年たちのそれぞれの世代が，世代間のひずみや大きな障壁をかかえながら交代
しなければならない時期を迎えることになる。人口ピラミッドからわが国の世代構成の推移で
は，世界の中でも極端な変化をみせた。現代社会は「かくれんぼう遊び」をさせない社会かも
しれないし，その中で育った子どもたちが若者世代となった今になって，危機であると騒いで
いるのではないか。柔軟な新しいものを生み出していくような発想はどこから生まれてくるの
だろうか。おにごっこ遊びを知らない，遊べない子どもが教師になる時代がきているのかもし
れない。
注１：地域的な要素から丁寧に論述することが必要で，具体的な表記は意図的に避けた。一見
すると，差別的要素を含むようにみえると危惧する。北海道の一部のコールの方法については，
幼児教育の指導者にも，もちろん子どもにも差別的な考え方は全く認められない。教育の目的
からして，「差別」意識を内在するような遊びがあってはならないのは当然である。筆者は，
ロシア・サハリンとの地理的・歴史的関係の影響を受けたものと推測している。この点につい
ては，現在資料収集の段階にあり，今後報告する予定である。
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